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令和６年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 

課名  道路建設課     

 

○ 

事 

業 

制 

度 

に 

つ 

い 

て 

事 業 名 道路改築事業 

事 業 目 的 

地方公共団体等が行う社会資本の整備その他の取組を支援することにより、

交通の安全の確保とその円滑化、経済基盤の強化、生活環境の保全、都市環境

の改善及び国土の保全と開発並びに住生活の安定の確保及び向上を図ること。 

採 択 基 準 
地域住民の日常生活の安全性若しくは利便性の向上を図るために必要であり、

又は快適な生活環境の確保若しくは地域の活力の創造に資すると認められる

もの。 

概      要 

(メニュー) 現道の拡幅や線形改良またはバイパス等の建設 

○ 

費 

用 

対 

効 

果 

の 

分 

析 

に 

つ 

い 

て 

 

＊ 

費 

用 

便 

益 

B/C 

＊ 

効 

果 

の 

項 

目 

う 

ち 

貨 

幣 

換 

算 

す 

る 

項 

目

》  
Ｂ

《  

・走行時間短縮便益 

・走行経費減少便益 

・交通事故減少便益 

 

そ 

の 

他 

項 

目 

 

費 

用 

》  
Ｃ 

《  
の 

算 

定 

費用の積み上げ基準＝道路整備に要する事業費＋道路維持管理に要する事業費＋道路

構造物の更新に要する事業費※ 

現在価値算出のための社会的割引率：４％（参考値として２％及び１％を記載） 

基準年次：評価時点 

検討年数：50年間  

 

 
※道路構造物の更新に要する事業費は、評価対象期間末までに耐用年数等に達する構造物がある場合に計上する 

費 

用 

便 

益 

比 

の 

基 

準 

原則費用便益比（Ｂ／Ｃ）１．０以上 

 

別紙３ 
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令和６年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 １ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

一般国道４１８号 丸山
まるやま

バイパス 

事業実施  

箇    所 
八百津町
や お つ ち ょ う

 八百津
や お つ

～恵那市
え な し

 飯地
い い じ

町
ちょう

 事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成５年度 完了予定年度 令和１５年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

一般国道418号は、福井県大野市を起点とし、長野県飯山市に至る延長約178kmの幹線道路で、当該事

業区間は第二次緊急輸送道路にも指定される重要な路線である。 

当該事業は、新丸山ダムの整備により水没する現道の付替工事として、八百津町八百津から恵那市飯

地町の12.7kｍ区間のバイパスを整備するものであり、観光交流や産業振興の推進、災害時に有効に機

能するネットワークの確保、隘路・線形不良区間の解消による円滑な交通の確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：１２.７ｋｍ 車道幅員：３．００ｍ×２車線 

歩道幅員：２．５０ｍ（片側（Ａ区間のみ、Ｂ区間は設置なし） 

主要構造物：新旅足橋Ｌ＝462ｍ、鷲ヶ峰トンネルＬ＝417ｍ、6号橋Ｌ＝97m 等 

 概 要 図  
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令和６年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ２ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

一般国道１５６号 福島バイパス 

事業実施  

箇    所 

大野郡
お お の ぐ ん

白川村
しらかわむら

福島
ふくしま

 

～大野郡
お お の ぐ ん

白川村
しらかわむら

牧
まき

  
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成１６年度 完了予定年度 令和１３年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業 

 事業目的  

一般国道１５６号は岐阜県岐阜市を起点とし、富山県高岡市へ至る延長約２１５ｋｍの幹線道路であ

る。当該事業はこのうち大野郡白川村福島から牧までの２，３４５ｍ区間を整備するものであり、隘路・

線形不良箇所の解消による円滑な交通確保、災害時に有効に機能するネットワークの確保、観光交流や

産業振興の推進を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：２，３４５ｍ 車道幅員：一般部 ３．００ｍ×２車線 トンネル部 ３．００ｍ×２車線 

主要構造物：（仮称）福島第１トンネルＬ＝１７６ｍ  福島第２トンネルＬ＝２３４ｍ 

福島第３トンネルＬ＝３３３ｍ     （仮称）第１橋梁Ｌ＝６８ｍ 

 概 要 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県

多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3C3

E19

事業箇所

事業区間

一般国道
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令和６年１２月２５日

岐阜県 県土整備部 道路建設課

令和６年度
公共事業再評価について

（道路改築事業）

岐阜県では、平成１８年度に策定した「県土整備ビジョン」を踏まえつつ、

「活力」、「安心・安全」を重点目標とし、道路整備に取り組んでいます。

道 路 改 築 事 業 の 整 備 方 針

考え方

重点目標

安全・安心安全・安心

活力活力 ●物流・観光、地域経済の持続的発展の基礎となる道路整備

●災害に強い県土づくりの根幹となる道路整備

●地域の生活を支え、人に優しい安全で快適なまちづくりを
支える道路整備

・主要骨格幹線ネットワークの整備推進

・渋滞緩和による円滑な交通の確保

・観光交流や産業振興の推進

・高速道路やリニア中央新幹線岐阜県駅へのアクセス向上

・災害時に有効に機能するネットワーク確保

・緊急輸送道路や孤立集落・雨量規制区間を解消する道路の整備

・隘路・線形不良箇所の解消による円滑な交通の確保

1
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事業再評価

道路改築事業

一般国道４１８号

令和６年１２月２５日

県土整備部 道路建設課

（丸山バイパス）
まる やま

L=3.0km

1

位 置 図 １

B区間L=3.5km

H22年開通

一般国道４１８号 丸山バイパス
L=12.7km

A区間 L=9.2km

起
点

加
茂
郡
八
百
津
町
八
百
津

終
点

恵
那
市
飯
地
町

八百津町

御嵩町

恵那市

418

418 418

八百津町役場

御嵩町役場

新丸山ダム

新丸山ダム整備後水没区間

（C)岐阜県

至

川
辺
町

至

恵
那
市
深
瀬【凡例】

事業区間

一般国道

主要地方道

一般県道

R6.9開通

L=0.5km

418

整備中
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2

位 置 図 ２

整備中
L=3.0km

H22年開通

一般国道４１８号 丸山バイパス
L=12.7km

A区間 L=9.2km B区間

L=3.5km

418

R6.9開通

L=0.5km

Ｂ区間

L= 3.5km

（C)岐阜県

7号橋

R6.9末時点

R6.9 開通

L= 0.5km

整備中

L= 3.0km

7号橋仮橋工事

3

 起 終 点：八百津町 八百津～恵那市 飯地町

 全体延長：１２．７ｋｍ

 総事業費：約７０億円

 事業着手：平成５年度

 完成予定：令和１５年度

 幅 員：車道 ３．００ｍ×２車線、

 ：歩道 ２．５０ｍ×１車線（A区間のみ、B区間歩道なし）

 道路規格：第３種第３級

や お つちょう や お つ え な し いい じ ちょう

標準横断図

事 業 概 要

10.0

0.503.003.001.00

(車道)(車道)

2.50

(歩道)

7.5

0.753.003.000.75

(車道)(車道)

A区間 B区間
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44.1 48.8 46.7 47.4 47.5 46.0

29.3 30.5

45.6 44.9

0

20

40

60

80

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

恵那峡の観光入込客数(万人)

4

事 業 の 目 的 ①
活力：観光交流や産業振興の推進

■国道418号沿線地域には観光施設が点在

■周遊性向上により、沿線地域における観光客の増加や観光関連産業の活性化が期待

418

岐阜バンジー

蘇水公園

恵那峡

人道の丘公園
杉原千畝記念館

新丸山ダム

蘇水公園 人道の丘公園杉原千畝記念館 岐阜バンジー

出典：八百津町観光協会HP、下図：岐阜県GIS

美濃歌舞伎博物館 五毛座

恵那IC

しおなみ山の直売所

418

しおなみ山の直売所

飯地高原

一般国道４１８号 丸山バイパス

回復傾向

5

事 業 の 目 的 ②
安全・安心：災害時に有効に機能するネットワークの確保

■一般国道４１８号は、第二次緊急輸送道路に指定

■空白区間の解消により緊急輸送道路ネットワークとして機能発現

道の駅「可児ッテ」

道の駅「ロック・ガーデンひちそう」

418

418

41

（C）岐阜県

21

八百津町役場

中部国際医療センター

七宗町役場

道の駅「そばの郷 らっせいみさと」

19

市立恵那病院

道の駅「みのかも」

太田病院

【凡例】
事業区間

第一次緊急輸送道路

第二次緊急輸送道路

防災拠点（□：道の駅）

行政機関

災害拠点病院

救急病院

418

恵那市役所

可児市役所

可児とうのう病院

まきがね公園

国際たくみアカデミー

出典：岐阜県Webサイト（緊急輸送道路ネットワーク、災害拠点病院）

一般国道４１８号 丸山バイパス

ふれあいパーク・緑の丘

美濃加茂市役所
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6

安全・安心：隘路・線形不良区間の解消による円滑な交通の確保

事 業 の 目 的 ③

■隘路・線形不良区間の解消により、走行性を向上

418

新丸山ダム整備後水没

新丸山ダム 八百津町

木曽川

（C）岐阜県

写真① 写真②迂回路の状況 迂回路の状況

事業区間
現道区間
一般国道

主要地方道
一般県道

事業を巡る社会経済情勢等の変化

7

■ダム周辺工事進捗状況

出典：令和6年度 事業概要
（新丸山ダム工事事務所）

①ダム本体
（八百津町、御嵩町）

②付替国道４１８号
（八百津町、恵那市）

③付替県道大西瑞浪線
（瑞浪市、八百津町）

④左岸管理用道路
（御嵩町）

⑤ダム周辺整備
（八百津町、御嵩町、恵那市、瑞浪市）

●新丸山ダム事業の沿革（抜粋）
•昭和61年度 新丸山ダム建設事業着手

•平成8年度 （国）418号付替道路工事着手

•平成21年度 （国）418号八百津～潮南区間供用開始

•平成22年度 ダム検証開始（ ～平成25年度）

•平成25年度 ダム事業「継続」の対応方針が決定

•令和3年度 新丸山ダム本体建設工事に着手

•令和4年度 新丸山ダム本体ゲート工事の契約締結

•令和5年度 新丸山ダム周辺地域振興ビジョン策定

•令和6年度 基本計画を変更（第3回変更）

一般国道４１８号 丸山バイパス
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※ 令和6年度末 事業費ベース

新丸山ダム

八百津町

恵那市

6号橋
7号橋 8号橋

8

事業の進捗状況

全体進捗率87％ 用地補償取得率100％ 工事進捗率87％

（C）岐阜県

写真：新丸山ダム工事事務所

A区間 L=9.2km B区間 L=3.5km

418

一般国道４１８号 丸山バイパス L=12.7km

事業中区間

供用区間

令和３年完了

③

令和５年度完了

①R5新丸山ダム国道418号7号橋仮橋工事 ②R5新丸山ダム国道418号7号橋飯地下部工事 ③R5新丸山ダム国道418号五明地区道路建設工事

R6.9末時点R6.9末時点R6.9末時点

L=0.5km

9

事業の施工状況

• 起点側は、6号橋を施工済み（R3）

• 終点側は、 8号橋を施工済み（R5）

五明地区の道路整備を施工済み（R6.9）

• 7号橋の下部工事を施工中

木曽川

6号橋

7号橋 8号橋

一般国道４１８号 丸山バイパス

事業中区間

供用区間

整備中区間（起点側）の状況 整備中区間（終点側）の状況
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◆現場発生土の有効活用

■切土による現場発生土（約４,６００ｍ3）を自工事の盛土部に有効活用する
ことで、残土処理費の約１,９００万円を削減

コスト縮減額：約１，９００万円

発生土を流用して
自工事の盛土へ有効活用

切土部で
発生した土

コスト縮減の取り組み

10

自然環境への配慮

■鳥類の生息状況と工事による関係の把握に向けては、生息・繁殖等の調査を実施

■繁殖地の把握に向けて、付替道路418号線周辺で確認されている猛禽類（ハチク
マ・サシバ）について、現在のところ営巣木は確認されておらず繁殖の可能性が
低いものの、工事期間中の調査を継続

11付替国道418号線沿いにおけるハチクマの確認状況 出典： 環境保全へ向けた取り組みについて 令和３年３月
（国土交通省 中部地方整備局 新丸山ダム工事事務所）

一般国道４１８号 丸山バイパス

R6.9 
開通

0.5km

整備中

L= 3.0km

H22
開通

9.2km

-11-



12

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約89.9％

●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約 9.3％

●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 0.9％

投資的効果率

総便益（Ｂ)

総費用（Ｃ)
＝ １．５

※費用便益分析マニュアル(R5.12 国土交通省)に基づき算出

費 用 対 効 果 分 析

前回再評価時

（Ｒ１年度）

２．１

13

＝供用に向け、事業を継続＝

○一般国道４１８号丸山バイパスの完成は、
観光交流や産業振興の推進、災害時に有
効に機能するネットワークの確保、隘

路・線形不良区間の解消による円滑な交通の
確保に寄与する。

○地元住民及び関係自治体からの早期完成の要望

がある。

対 応 方 針 （案）

-12-



前回 今回

(基準年：R1） (基準年：R6）

H5～R10 H5～R15

80.4 120.9

7.2 7.8

87.6 128.7

175.5 174.6

11.0 18.0

-0.5 1.7

186.0 194.3

2.1 1.5

【費用の主な変化要因】
・地質条件による橋梁の構造変更や仮設工法の変更により費用が増加した。【15.8億円】
・評価基準年の変更により、現在価値化した費用が増加した。【24.7億円】

【便益の主な変化要因】
・使用ＯＤ表の変更に伴い便益が減少した。【▲11.2億円】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R5年12月）による時間価値原単位、走行経費原単位、交通事故損
失額算定式、交通量配分手法の変更に伴い、便益が増加した。【13.0億円】
・評価基準年の変更により、現在価値化した便益が増加した。【54.2億円】
・事業期間が延長されたことに伴い、便益が減少した。【▲47.7億円】

【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、前回の2.1から1.5に減少したが、費用便益比は1を上回っており、十分な
事業効果が確保される見通しである。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R5.12

■費用対効果分析結果の要因変化

※上記の事業費は、国のマニュアルに基づき社会的割引率を用いて現在価値に換算しているため、実際の事業費
と異なる。

延長L=12.7km、幅員W=7.5～10.0m

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

■事業内容

令和６年度第６回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

道路改築事業「一般国道４１８号　丸山バイパス」
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事業再評価

道路改築事業

一般国道１５６号

令和６年１２月２５日

県土整備部 道路建設課

（福島バイパス）
ふく しま

1

一般国道

主要地方道

事業区間

一般県道

高速道路

中部縦貫自動車道

360

478
75

156

90

156

73

453

451

452
321

一般国道１５６号
福島バイパス
Ｌ＝2,345m

荘川IC

白川郷IC

飛騨清見IC

E67

E41

E41

E67

Ｎ

(C)岐阜県

156

158

257

257

白川村

高山市

郡上市

飛騨市

ひるがの高原スマートIC

至 岐阜

至 富山

白川郷合掌造り集落

道の駅アルプ飛騨古川

高山市街地エリア

荘川桜

福島１号トンネル（現道）
福島第２トンネル（現道）

福島第２トンネル

（仮称）福島第１トンネル

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県

多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3C3

E19

事業箇所

位 置 図 １

道の駅ななもり清見

道の駅桜の郷荘川

特選館あじか

四十八滝温泉
しぶきの湯遊湯館

飛騨古川古い町並み

道の駅白川郷

平瀬温泉

道の駅飛騨白山

合掌造り民家園

御母衣湖

そばの里荘川

ドライブインみぼろ湖

荘川高原

（仮称）第１橋梁
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2

起
点

大
野
郡
白
川
村
福
島

一般国道１５６号
福島バイパス
Ｌ＝2,345m

終
点

大
野
郡
白
川
村
牧

（仮称）福島第１トンネル
L=176m

福島第２トンネル
L=234m

福島第３トンネル
（平成22年8月完成）

L=333m

御母衣湖
至

岐
阜

至

富
山

156

156
御母衣ダム

(C)岐阜県

事業区間

一般国道

（仮称）第１橋梁
L=68m

位 置 図 ２

新トンネル
（平成22年8月完成）

旧トンネル

写真① （仮称）福島第１トンネル 写真② 福島第２トンネル 写真② 福島第３トンネル

新トンネル
（令和2年12月貫通）

福島１号トンネル（現道）
L=173m

3

事 業 概 要

 起 終 点：大野郡白川村福島～大野郡白川村牧

 全体延長：２,３４５ｍ（トンネル延長Ｌ＝１７６ｍ＋２３４ｍ＋３３３ｍ）

 総事業費：約７５億円

 事業着手：平成１６年度

 完成予定：令和１３年度

 幅 員：車道３.０ｍ×２車線

 道路規格：第３種第３級

おおのぐんしらかわむらふくしま

標準横断図

おおのぐんしらかわむらまき

一般部 トンネル部9.00

1.50 3.00（車道） 1.50
7.00

0.50 0.50

5.30

トンネル部
（現況）

5.60

3.80
通行限界

（3.50）

3.00（車道） 3.00（車道） 3.00（車道）

4.70
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15
12 13

9
12

1

0

5

10

15

20

R1 R2 R3 R4 R5

物損事故 人身事故

（件）

4

御母衣湖

至 岐阜

至 富山

御母衣ダム

(C)岐阜県

幅員が狭小であり
すれ違いが困難

線形不良
（カーブがきつい）

Ｎ

156

156

一般国道１５６号
福島バイパス
Ｌ＝2,345m

写真①（福島第1トンネル）

飛騨トンネル

危険物積載車両の
通行禁止・制限

（仮称）福島第１トンネル
L=176m

福島第２トンネル
L=234m

写真②（福島第2トンネル）

■物損事故・人身事故件数の推移（福島バイパス整備区間）

出典：高山警察署
交通課

事 業 の 目 的 ①

安全・安心：隘路・線形不良箇所の解消による円滑な交通の確保

■線形不良箇所・トンネル狭小区間の解消により、大型車や危険物搭載車両等の走
行性が向上

5

H
158

白川村役場

156

荘川IC

白川郷IC H

飛騨清見IC

Ｎ

一般国道１５６号
福島バイパス

道の駅白川郷

高山市荘川支所

道の駅飛騨白山

NEXCO中日本高山保全・
サービスセンター

(C)岐阜県
道の駅桜の郷荘川

H

H

H

H

高山赤十字病院

第１次緊急輸送道路

第２次緊急輸送道路

市町村庁舎

現地機関

国土交通省関係（道路管理）

防災拠点

災害医療拠点

ヘリポートH

道の駅飛騨古川いぶし

道の駅アルプ飛騨古川

飛騨高山ビッグアリーナ

道の駅
ななもり清見 中山公園地区

高山市役所

高山土木事務所

中部地方整備局高山国道事務所

高山市
清見支所

道の駅モンデウス飛騨位山

安全・安心：災害時に有効に機能するネットワークの確保

■一般国道１５６号は第１次緊急輸送道路に指定

■本区間の整備により緊急輸送道路としての機能向上に寄与

事 業 の 目 的 ②

H
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163.8

53.9

11.4 9.2 3.8 2.9 2.2 2.0 1.9
0

50

100

150

200

白
川

郷

合
掌

造
り

集
落

道
の

駅
白

川
郷

道
の

駅

桜
の

郷
荘

川

道
の

駅

飛
騨

白
山

ド
ラ

イ
ブ

イ
ン

み
ぼ

ろ
湖

平
瀬

温
泉

荘
川

高
原

そ
ば

の
里

荘
川

荘
川

桜

6

一般国道１５６号
福島バイパス

道の駅白川郷

白川郷合掌造り集落

道の駅飛騨白山

平瀬温泉

道の駅桜の郷荘川

荘川桜

そばの里荘川

ドライブインみぼろ湖

荘川高原

156

Ｎ

(C)岐阜県

■周辺の観光施設の入込客数（R5）

出典：岐阜県観光入込客統計調査（R5）

出典：白川郷観光協会

白川郷合掌造り集落

出典：荘川観光協会

荘川桜

写真②

写真②

写真①

写真①

事 業 の 目 的 ③

活力： 観光交流や産業振興の推進

■白川郷合掌造り集落や荘川桜等多くの観光施設へのアクセス性向上に寄与

■観光シーズンの交通混雑の解消に寄与

（万人）

◆東海北陸自動車道の４車線化

■並行する東海北陸自動車道は、令和元年～令和３年の間に計９回豪雨により通
行止め

■一般国道１５６号は、東海北陸自動車道が通行止めの際の迂回路として重要

7

荘川IC

白川郷IC

飛騨清見IC

白鳥IC

高鷲IC

ひるがの高原
スマートIC

156

156

158

一般国道１５６号
福島バイパス

Ｎ

158

一般国道１５６号
白川～岐阜方面

の迂回路

(C)岐阜県

東海北陸自動車道：飛騨清見IC～荘川IC

令和元年８月の豪雨により通行止め
（計１回：約５時間）

令和２年７月の豪雨により通行止め
（計５回：約４５時間）

令和３年８月の豪雨により通行止め
（計２回：約２８時間）

事業を巡る社会情勢等の変化

出典：NEXCO中日本

令和３年８月の豪雨により通行止め
（計１回：約１４時間）

東海北陸自動車道：飛騨清見IC～白川郷IC
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8

全体進捗率 ６９％※ 用地補償進捗率 １００％ ※ 工事進捗率 ６８％ ※

※ 令和6年度末事業費ベース

事業の進捗状況

起
点

大
野
郡
白
川
村
福
島

一般国道１５６号
福島バイパス
Ｌ＝2,345m

終
点

大
野
郡
白
川
村
牧

（仮称）福島第１トンネル
L=176m

福島第２トンネル
L=234m

福島第３トンネル
（平成22年8月完成）

L=333m

御母衣湖
至

岐
阜

至

富
山

156

156
御母衣ダム

(C)岐阜県

事業区間

一般国道

（仮称）第１橋梁
L=68m

福島１号トンネル（現道）
L=173m

写真② 写真③写真①

9

事業の施工状況

・（仮称）福島第１トンネル（１７６ｍ）は
掘削工が施工済、（仮称）第1橋梁を施工中

・福島第２トンネル（２３４ｍ）は未施工

・福島第３トンネル（３３３ｍ）は施工済

（仮称）福島第１トンネル及び
（仮称）第1橋梁の状況

福島第３トンネルの状況

（仮称）福島第1ﾄﾝﾈﾙ
(176m)

事業区間(2,345m)

福島第2ﾄﾝﾈﾙ
(234m)

福島第3ﾄﾝﾈﾙ
(333m)

（仮称）第1橋梁
(176m)

福島１号トンネル
（現道）(173m)

（仮称）第1橋梁
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10
約１．０億円のコスト縮減

コスト縮減の取り組み
◆残土処理場の変更

トンネル掘削
で発生した土

残土
約2万㎥

運搬距離
L=40km（当初）

Ｌ=7km（見直し）

残土処理費
約1.5億円（当初）

約0.5億円（見直し）

近隣の残土処理場
へ運搬

■トンネル工事による発生土（約2万㎥）を近隣の残土処理場へ運ぶこと
により、残土処理費の約１．０億円を削減

自然環境への配慮

11

◆希少猛禽類に配慮した工事を実施

■当地域には希少猛禽類「クマタカ（環境省絶滅危惧ⅠＢ類、岐阜県絶滅危
惧Ⅱ類）」が生息

■学識経験者のアドバイスを受けながら事業を進めている

■低騒音の重機を使用する等して、生息環境に配慮

■施工中はモニタリングを実施し、クマタカの繁殖状況を確認しながら事業
を進めている

希少猛禽類「クマタカ」
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12

費 用 対 効 果 分 析

投資的効果率

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･･ 効果全体の約９４．３％

●走行経費減少便益 ･･･ 効果全体の約 ５．６％

●交通事故減少便益 ･･･ 効果全体の約 ０．１％

※費用便益分析マニュアル（国土交通省R5.12）に基づき算出

総便益（Ｂ)

総費用（Ｃ)
＝ １．１ （全体）

前回再評価時

（Ｒ１年度）

１．２

13

今後の方針（案）

○福島バイパスの整備は、隘路・線形不良箇所の解消による円滑
な交通確保、緊急輸送道路の確保など、当地域の発展に大きく
寄与する。

○地元住民、白川村、地元建設促進期成同盟会等から早期完成・
事業促進の強い要望がある。

＝事業継続＝

-20-



前回 今回

(基準年：R1） (基準年：R6）

H16～R11 H16～R13

54.1 71.6

0.9 1.1

55.0 72.7

62.7 72.7

2.2 4.4

-0.05 0.04

64.8 77.2

1.2 1.1

■事業内容

令和６年度第６回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

【道路事業】　道路改築事業「(国)１５６号　福島バイパス」

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

バイパス整備　延長L=2,345m、幅員W=9.0m

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

【費用の主な変化要因】
・工事経費率の上昇に伴う増額や労務費・資材費の高騰により事業費が増加した。【5.8億
円】
・評価基準年の変更により、現在価値化した費用が増加した。【11.9億円】

【便益の主な変化要因】
・使用ＯＤ表の変更に伴い便益が増加した。【1.5億円】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R5年12月）による時間価値原単位、走行経費原単位、交通
事故損失額算定式、交通量配分手法の変更に伴い、便益が増加した。【4.8億円】
・事業期間が延長されたことに伴い、便益が減少した。【▲1.7億円】
・評価基準年の変更により、現在価値化した便益が増加した。【7.8億円】

【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、前回再評価時の1.2から1.1に減少したが、費用便益比は1.0を上
回っており、十分な事業効果が確保される見通しである。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※上記の事業費は、国のマニュアルに基づき社会的割引率を用いて現在価値に換算しているため、実際
の事業費と異なる。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R5.12

■費用対効果分析結果の要因変化
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